










るエレミヤの詩文的説教集。B資料：19-20, 26, 28-29, 36-44章に含まれるエレミ





















































































































（3:21）、「ヤコブの家」（2:4）に、Bでは「エルサレム」（4:2, 4, 5, 10, 11, 14, 16）、「シ




























































































































































































































































































































































33 Hans Walter Wolff, Hoseas Geistige Heimat, ThLZ 81(1956), Sp.83-94.
34 J.ブレンキンソップ、前掲書、111ページ参照。
35 M.ノート、前掲書、84-85ページ参照。
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礼拝を一掃したことから明らかである（王下10:15以下）。
　また、「国の民」（アム・ハーアーレツ）も同じく部族連合時代以来のヤハウェ
主義者であった。彼らはサウル王国の時に、軍事的・政治的主導権を握っていた。
ダビデ王国の後半に入ると、王国の軍事的基盤は次第に職業的な傭兵隊に移行し、
国の民の非武装化が行われ、それに応じて政治の実権もカナン人の都市貴族層
に移行していった36。彼らが再び政治に介入したのは、北のオムリ王朝の血統を
引き、南ユダ王国で女王になり、カナン化を推し進めたアタルヤの殺害におい
てであった（王下11:13以下）。ここでも彼らは、ヤハウェ主義の立場からアタル
ヤの政策に反発したものと思われる。さらに彼らは、アモンが殺害されたとき
に再び政治に介入し、まだ8歳のヨシヤを王に即けたが（王下21:24）、彼らが実
質的に政治を動かし、ヨシヤにヤハウェ主義の教育をしたと思われる。そして、
ヨシヤが成人したときに、改革を断行したが、これを背後で指導したのは国の
民を中心とする伝統的なヤハウェ主義者であったと思われる。
　紀元前7世紀の前半、マナセはアッシリアに服従し、アッシリアの後ろ盾によっ
てカナン化を推し進めた。その結果、国には偶像が満ちあふれた。古くからの
イスラエルの伝統を担ってきたユダ的・地方的国の民は、これに反発したが、
マナセの強権によって弾圧された37。列王記下21章16節の「マナセは、罪のない
ものの血を非常に多く流し、その血でエルサレムを端から端まで満たした」と
いう記事がそれを暗示している。
　一方、アム・ハーアーレツによって王位に即けられ、教育を受けたヨシヤは、
マナセ時代に弾圧を受けたイスラエルの古い伝統を守ってきたユダ的・地方的
国の民の立場に立った。彼の外交政策は、マナセ体制の庇護君主であったアッ
シリアと対抗する方向に向けられた。軍事政策面でヨシヤは、サウル時代の国
民の召集軍の古い制度を復活させた。これは、非カナン的で特殊イスラエル的
制度であった38。社会政策の面でヨシヤは、少なくともカナンの階層的社会秩序
36 高橋正男、前掲書、139ページ参照。
37 ヴァルター・ディートリヒ、前掲書、103-105ページ参照。
38 同書、111ページ参照。
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の擁護者ではなく、むしろ古い部族連合時代の社会秩序の信奉者であった。ヨ
シヤは、修復中の神殿から見つかった「律法の書」に基づいて改革を断行したが、
この「律法の書」を担ったのは、ホセアと近い関係にあったレビ人集団などの
北のヤハウェ主義者であったと思われる。さらに、ヨシヤはこの改革を断行し
た後に、エルサレムで過越祭が行われ（王下23:23）、この時契約の更新が行われ
たが、これはシナイ契約が意図されている。エレミヤもシナイ契約の更新につ
いて述べたが（31:31）、このヨシヤの契約に触発されたのではなかろうか。
　さらに、ヨシヤの改革に最初のきっかけを与えた人物に書記官シャファンが
いる。彼がどんな出身であったかは分からないが、書記官（rpeso）とあるから、
王の要職であることを考えれば39、ヨシヤを王位につけたアム・ハーアーレツと
関係が深かったに違いない。それゆえ、伝統的なヤハウェ主義者であったであ
ろう。エレミヤは、このシャファンの家族と関係が深かった40。息子のアヒカム
は、エレミヤが裁判にかけられ、殺されそうになった時に、彼を保護した（エ
レ6:24）。シャファンのもう一人の息子エルアサは、エレミヤの手紙をバビロニ
アのディアスポラに運んだ（エレ29:3）。また、もう一人の息子ゲマルヤは、神
殿の門の家の一つに部屋を持っていて、バルクはそこでエレミヤの巻物を読ん
だ（エレ36:10）。そして彼は、その巻物を燃やさないようにと王に懇願した（エ
レ36:25）。その時、彼の息子（シャファンの孫）のミカヤもそのために働いた（エ
レ36:11-13）。また、シャファンのもう一人の孫ゲダルヤは、エルサレム陥落後
にネブカドネツァルによって州の総督に任命され、エレミヤの保護者と定めら
れた（エレ39-41章、王下25:22-25）。彼らはすべて伝統的なヤハウェ主義者であり、
同じ立場であったエレミヤを支持したのであろう。
　一方、ヨシヤが非業の死を遂げた後に、エジプトの傀儡政権になったヨヤキ
ムは、再びカナン化を推し進め、ヨシヤの取り除いた偶像が復活した。それと
39 「書記（rpeso）」は、ダビデがエジプトの政治組織から導入した官職で、王に助言を
する側近であった（サム下8:17，20:25）。さらにソロモンの宮廷においても（王上4:3）、
その後の宮廷においても（王下12:11，18:18，19:2）重要な地位であった。彼らはとりわけ、
賢者としての教育を受けた者であった。
40 J.ブレンキンソップ、前掲書、175ページ参照。
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共にユダ的・地方的国の民など伝統的なヤハウェ主義者は弾圧された。この時、
ヨシヤの宗教改革以来沈黙していたエレミヤは、再び罪の告発を開始した。エ
レミヤ書5章28節の「彼らは太って、色つやもよく、その悪事には限りがない。
みなしごの訴えを取り上げず、助けもせず、貧しい者を正しく裁くこともしない。」
という告発は、このような事態と関連している。王宮の地位にあったシャファ
ンの家族は、あからさまにエレミヤを支持することが出来なかったようであるが、
陰においてエレミヤを支えた。
 
結び
　エレミヤは、その初期預言において、主にアッシリアの州となっていたかつ
ての北イスラエルの住民に悔い改めの勧告をした。それは当時、アッシリアが
弱体化し、彼らに以前のイスラエルに回帰できる期待が生じていたからである。
そこには、北イスラエルがヤハウェとの契約を破り、偶像礼拝に陥ったために
ヤハウェの裁きによって滅ぼされたという見解があり（これは、預言者や申命
記史家などの見解）、元のヤハウェとの関係に「帰る」ことが主張された。その
時エレミヤは、主に北イスラエルに古くから伝えられていた伝承を用いた。す
なわち、族長の選びから出エジプト、土地取得に至る救済史伝承や荒れ野をヤ
ハウェとイスラエルとの理想的な時代と見る伝承（Fundtradition）や、シナイ
契約伝承などである。これらの伝承は、王国前の部族連合時代以来の反カナン
のヤハウェ主義者によって担われてきたものである。それは、エレミヤの時代、
アム・ハーアーレツ（国の民）、レビ人、レカブ人などであった。彼らは、カナ
ン的・都市的文化に反発を持っていたユダ的・地方的集団であった。彼らは、
申命記改革のきっかけとなった「律法の書」を担ったグループとも重なってい
たであろう。ヨシヤ王もこのようなグループに支えられ、彼の宮廷にはシャファ
ンの家族のようにこれらのグループと近い関係にあった者もいたであろう。エ
レミヤ自身もこれらのグループと近い関係にあり、これらのグループが保存し
ていた伝承を用い、またこれらのグループによって支持されていたと考えられる。
